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論文内容要旨
論文題名： Suppressive activity of glucosamine hydrochloride on nitric oxide 























のGHを添加しでも NO産生には全く抑制効果が認められなかったものの、 1.5 mg/ml以上
のGH添加では、 NO産生が統計学的に有意に抑制された。次に、 HFLS・OA締胞からのNO
産生に必須とされている転写因子NF-kBの活性化に及ぼすGHの効果を刺激後4時間自の
細胞を対象にELISA法によって検討したところ、上記と同様に 1.5mg/ml 以上のGHがNF-
kBの活性化を有意に抑制した。また、細胞培養系への 1.5mg/ml以上の GH添加はベリオス
チン刺激による iNOSmRNA発現の増強をも有意に抑制した。
NOは生体の恒常役を維持するために必須の因子であるものの、多量に産生されるとヒド
ロキシラジカル等と反応し、極めて強い降害活性を有するパーオキシナイトライトに変化、
生体組織を破壊することが知られている。したがって、本研究の結果は、 GHの経口摂取に
よって関節滑膜細胞からの炎症性刺激による NO産生が抑制され、その結果、 NOによる関
節組織の破壊が阻止され、膝 OAの進行や症状緩和が誘導されている可能性があることを
示唆している。
